
 ５月３日（土）祝日に愛灯園創立記念日式

典並びに家族会が開催されました。 
お天気にも恵まれ、山桜が満開で野鳥の鳴き

声と新緑とがマッチングしてさわやかな日

和でした。式典では家族代表・センター友の

会代表の祝辞があり、長年介護に従事してい

る永年勤続職員の表彰も行われました。 

演芸会では、踊りとマリンバ演奏の異色の組み

合わせ慰問がありました。 
日本舞踊・三味線はしなやかな踊りと三味線の音

色が会場を盛り上げ、マリンバ演奏では、まず楽

器の「大きさに一同びっくり！」演奏者は上田市

の方で各地で演奏会を行っている奏者です。マリ

ンバとは、打楽器で木琴の仲間だそうです。 
珍しい楽器の演奏に、ひと時その音色に聴き入っ

ておりました。 
又、今回の家族会には敬愛学院の生徒さんが「一

日家族」として係って頂きました。 
バイキング会場では、生徒さんと一品・一品選ん

でいる寄り添う姿が、ほのぼのとした光景に見え

ました。食事も一緒に召し上がって頂くなど楽し

いひと時を過ごす事ができました。 

素材・硬さ・形も様々

なマリンバ用マレット 
マリンバ 



介護保険法の改正によって要介護者ニーズに応じて訪問や泊

りを組み合わせた在宅重視型利用が叫ばれる中で施設も地域に

おいて在宅生活が継続できるサービスとして役割が重要視され

ています。高齢化が進む中で当施設に於いても年間 100 件以上

の入所申込があり、何年もの待機期間が余儀なくされている現

状です。中でも重度の認知症利用者は生命維持に注意を払わな

ければならない、危険なリスクが高まる為に安全面でのリスク

マネジメントが必要であります。在宅重視の中でショート利用

しながら訪問や泊りを組合わせてのサービスする家族も多くな

ってまいりました。当法人においても愛灯園憲章に基づき、高

齢者が地域で安全で安心して生活を送る事が出来る施設として

一人ひとりのニーズと意見を尊重し、生活の質の向上を目標に

運営をしてまいりました。規制緩和で参入主体の増加と経営環

境も変わりつつある現状で福祉分野においての人材確保や定着

率が減少している中で雇用形態を幅広く行い、障害者支援セン

ターからの雇用、人材派遣事業委託にも取り組んで重度化する

利用者ニーズにきめ細かく対応できる施設運営に取り組んでき

ました。本年度、障害者民間活用委託訓練事業として就労の場

の提供を行い、社会性を身につけて頂くなどの取り組みも実施

されました。利用者啓発としては地元小・中・高校生との世代

間交流にも積極的に取り組み、運動会を一緒に開催、小学校の

運動会にも招待を受け、児童会で長年取組んでるリサイクル活

動で得た収益で毎年、車椅子奇贈を受け、利用者処遇の一環に

させて頂きました。日常生活においては衣類・お菓子の出張販

売や理・美容出張サービス等潤いのある生活を提供、ハーモニ

カ慰問・童謡・唱歌等のボランティア慰問を受け、料理教室で

は昔ながらのおやき作り・ご住職の法話等心の活性を得る事も

出来ました。傾聴ボランティアの受入、ヘルパー資格取得の為

に施設実習を受入、多くの皆さんに利用して頂きました。自然

災害に備えて防災意識の高揚や施設間離設緊急対応協定にも取

組み、地域住民と支えあう事業にも参加いたしました。健康管

理面は主治医との連携を強化し。感染予防対策事業を初め、イ

ンフルエンザ予防接種・胸部レントゲン等健康管理面に努め、

家族に変わって受診時の付き添いなど幅広く実施してまいりま

した。施設においては、平成 18 年 4 月施行の改正介護保険法

により、今年の 3 月には指定基準更新手続きを完了し指定基準

を厳守し、多様化する老人福祉ニーズに応えるべく痛感しまし

た。昨年、開設しました特定施設入居者生活介護事業所も順調

に稼動しております。これからも質の良い介護を目指すととも

に変化する時代を的確にとらえ、地域に密着した施設運営に一

層の努力をしてまいります。 

平成１９年度事業報告 平成１９年度決算公告 
            社会福祉法人 愛灯園 

                理事長 横山 〆作 

資金収支計算書 
（自）平成１９年４月１日～（至）平成２０年３月３１日 

（単位：円） 

勘  定  科  目 決  算  額 

介護福祉施設介護料収入 162,781,122 

居宅介護料収入 92,749,857 

居宅介護支援介護料収入 4,693,631 

利用者等利用料収入 51,927,711 

その他の事業収入 600,240 

経常経費補助金収入 535,932 

寄 附 金 収 入 230,000 

雑    収    入 1,075,691 

借入金利息補助金収入 2,812,500 

受取利息配当金収入 766,653 

会計単位間繰入金収入 15,000,000 

経理区分間繰入金収入 2,916,953 

経常活動による収入合計 336,090,290 

人 件 費 支 出 200,414,896 

事 務 費 支 出 50,269,433 

事 業 費 支 出 60,117,546 

借入金利息支出 2,812,500 

経理区分間繰入金支出 2,916,953 

経常活動による支出合計 316,531,328 

経常活動資金収支差額 19,558,962 

    

固定資産売却収入 1,392,526 

固定資産取得支出 7,188,800 

施設整備等資金収支差額 -5,796,274 

    

そ  の  他 の  収  入 395,080 

財務活動による収入合計 395,080 

借入金元金償還金支出 12,500,000 

そ の  他  の  支  出 2,113,779 

財務活動による支出合計 14,613,779 

財務活動資金収支差額 -14,218,699 

当期資金収支差額合計 -456,011 

  

前期末支払資金残高 202,838,658 

当期末支払資金残高 202,382,647 



 ４月下旬に御代田町の雪窓公園にお花見に行きました。天気も良く、桜も満開だったので皆さ

んとても喜んでいました。いつもと違う雰囲気に笑顔が見られ、桜の木の下で召し上がったお弁

当は格別においしかったです。 
6 月下旬のイチゴ狩りでは、車椅子の方が多く参加さ

れ、自分で選んで収穫した物を、その場で召し上がって

頂き、大変喜ばれておりました。「愛灯園にいてよかっ

た。またお願いね」「こんな事をしたことなかった。嬉

しいよ。」と涙ぐんで話される方もいました。とても良

い気分転換ができたと思います。 

 ６月１２日（木）毎年恒例の野岸小学校の

生徒さんと春の小運動会が行われました。 
あいにくの雨で外では行えませんでしたが、

利用者の皆さんは小学生のダンスや、児童と

一緒に魚釣りの競技にとても喜ばれていまし

た。又、小学生の元気にびっくりする方もい

ましたが、自分の孫・ひ孫ぐらいの小学生を

見て涙を浮かべている方もいました。最後に

は一人一人握手をして利用者・小学生共に良

い交流ができたと思います。また秋には大運

動会があるのでとても楽しみです。 



 

〒384-0805 長野県小諸市字高峯己 1 番地 

TEL:0267-22-8177/FAX:0267-25-2233 

TEL:0267-24-0056（ｾ ﾝ ﾀ ｰ） 

TEL:0267-26-0220（ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾌ） 

E-Mail：info@aitouen.org 
http://www.aitouen.org 

ご協力ありがとうございました 

供養塔縁日  （１日） 
ヨーガ教室  （４日） 
七夕祭り   （６日） 
介護者教室 （１２日） 
「救急看護について（夏季）」 

リハビリ教室 
  （１７日・１８日） 
誕生日会  （２０日） 
盆踊り・花火大会 

（２９日） 
小諸高校文化祭招待 

愛灯園神社祭 （１日）

ヴィオリン慰問（３日）

ヨーガ教室 
   （９日・２９日）

介護者教室  
「音楽療法の実技」  

（１８日）

リハビリ教室 
   （７日・２２日）

誕生日会   (１１日) 
お盆の帰省 
 

地蔵尊縁日  （１日）

敬老の日・家族会 
      （１５日）

ヨーガ教室 
   （５日・３０日）

介護者教室   
「料理教室」 

（１０日）

リハビリ教室 
   （２日・２０日）

誕生日会   （９日）

防災総合訓練 
野岸小運動会招待 
坂の上小運動会招待 
芦中梅花祭招待 

青木 政文様 小林 勇様 佐藤 美和様 古越 みな様 別府 博様 小山 きく江様 
豊升会の皆様（代表：宮下 法子様）乗瀬ハイビスカスの会の皆様（代表：内掘 仁江子様） 
野岸小学校２年生の皆様 善光寺住職：荒井 道伸様 

７月に入り、暑い夏も真近となりました。 

施設の回りには、市役所から頂いたサルビア・マリーゴー

ルドの苗を植えました。色とりどりの花が咲くのが楽しみ

です。施設の軒下には、ツバメが巣を作り、かわいらしい

小鳥のさえずりに心が癒される今日この頃です。 
暑い夏を元気いっぱいで乗り越えましょう。 

編集後記 
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白鳥の置物 

チューリップのブローチ 


